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糠漬いわしについて
』

山頴 登

(石川県水産試鐘壷）

！

(〃 薊エの沿革

本凝では相当古くから製造されている起穎娃明らかでない．

飽登で姓輪島、西海、釦賀では美川町で大鐡に加エさ恥年間

釣ノ0万貫が生睡さ孔ている。 ・・ ・・

蕊科

挙目中旬～6月上旬県下沿岸に回瀞し刺銅.輻依：｡漁獲された

傷の無い鮮麗･の良い大羽いわしが用い;ら･弧･ろ｡、

製造茂方･法

宙喝或は浜から搬入･さ邸た「いわし］の頭甑遼もぎとり目篭

に鞠SO尾内外に入れて清水にて洗瀧する。水洗い終れば充

分腫水切逓行い塩蔵弱に撤入し莚上建て原料魚に対して釣3

割の白塩猛混入し莚の両増篭Z人で持ち、擬ﾛながらよく混

和して塩蔵タンクに投入するこの鎌一層･毎に哀を切り段上部

は塩量･准多くして“～'5日麹塩蔵する、愛､謹.水"庭.#て食塩の菌

晶及び汚物鼈験去し汁切り瞳行い穣庭漬け込.むが縛はツ升又

はノ斗2升樽遼用いー桶に300尾前後遼詣める。樽底に鞍
遼撒布して重いわし遼丁寧に並べて一層毎に糠と糀琵撒きな

がら結必塩汁遼注加する。．かくして漬け込みが繕ったものは

蓋遼のせ樽遼積み重い.て糠が樽の上緑上｡鐘か唾下るよう圧

搾し更に上下の入巷遼行うがこれ薙仮稜と呼んで1,、ろ、仮積

したものは糟遼加えて上面の煩きを直し樽に上甑庭糀と唐辛
子琵箱を多く加へ藁遼三つ網（巾7～9分） としたるの遼桶

の内周に沼うてのせ（内容物の･圧.田遼防ぐため唾用いている）

蓋鐘して貯蔵庫に入れるが貯蔵する方達は桶准四騨擬とし上

部の樽に3～単貫の重石蓬･のせて塩汁猛逵加す墓。一陣に要

－57－

側

側

〃

‐































I■■

:|鷲蕊' '零|'菫21 '雪 1
附記 1 、調査月日 目6月2B日～宝ワ月9

．2、肉眼観察の夜逼

イ．魚肉の淫度

一新鮮±政新鮮十初期腐敗廿腐

口、腐敗異

±僅かに悪臭あり十莫勇消強し廿

薬品氷漬新鮮きが言僅かに魚臭発す

日午前,00-10，00測産

敗進行樅完全腐敗

魚臭製し、

5，琴 約

（ 1 ）皿理後2－3日間は蔑分澳這時IZおける色溌厘落ちる賊肉質締り韓匿良好、その鐙

・1－2日間且謂々赤褐色の光沢が重く回って家迄節.筋肉の生鮮は失”川重か.つた。

(2J購蔵6日以降になると普通氷処理のものは騨色を峡き硝々魚具を感陛駒別た･

（3）8へ108径逼後凰魚体の色素雷し<樋化し､ 、群色失加刺不透明互白色となり1認

IZ屋か区負臭乏発寸るE,のあり。

(等〕筋肉中の魯発住温基窒累の量凰6日目消々増】Oしたが、各薬呂氷との差且認めら別

、･･ず『するめじ､か」を水氷漬とした場合に犀発住塩基窒素量測定による刊足且困麹であ

った。

(野口）出家刺ば砕氷の董董の試駿と、海水にヒノキチオールをとかして氷を入珊jZ"

裳を行ったら良いと思ろ。

〔質問）色の変化亘陛ろか。

(野口）かえって乏荊いIZなる。しかし鉄分鰍あると変色する。薬品の緬格は運めて高

いので昔艮はむずかしいと思う。
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